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甘藍灯の適正な推激水:鼠を見るため台湾解読台南農場で59年9月～60年10月まで実施した｡

1. 本田場の衷土層は風積士､涯土層は海蚊沖積土の壌土で､新土層は相当撒密であったO乾燥期中の地 ド水

位は244cmであり地裏から80unの間は麗概必要層と見たo就中その上単層の40cmは土薮水分の変化激しく漕概必

響:層と決定した｡

2.甘照の生育時期に伴う亜群67Igt竜野皮相､乳簡勧鳳では､A:面より13仇 であり､生育中期にては､主要

な部分は､中 培 土面より30… C所て板冠C位置はヰ培土による間側車間湛 (通水薙)付近にある｡生育後期の

根群の主要部分は培土面より直下30cmで､無常を上方に20cm､下方に10cm､左右に各153m･の短形部が限群の最

多部で､左石省30L'mがをれに次ぐ綬群密集郡である.すなわち時期的に見た濯概の目的部位である0

3.砂糖産屋は､同じく1hコ当り18i余りで､原料茎産塁は隆かの差があるも､1回龍満水塵の多少の間には有意
轟の差異か£見受けられなV,が離概区と無瀧献区との間には籍著の差異を示したO但し一件の実際龍概水塵は､少水
晶区で性飽かに440･n･m､多氷炭区で披890mmを使用した0

Ll. 適正な激職水盛は､1回潮潜水畳を初期に15mm､中期に35mm､後期に80mm､とすれば一作の給水蕊は

初期1051uln､中期2107打刀､後期2407乃m､合計55517mlであったO (抄 録 ･島 袋 俊 一)


